別紙様式
第　　項　当会社の受託に係る担保付社債に関する事項
１　信託契約
（単位：百万円）
	種　　類
	前期繰越
	当期増加
	当期減少
	当期末現在

	
	口数
	社債金額
	口数
	社債金額
	口数
	社債金額
	口数
	社債金額

	一回発行のもの
	
	
	
	
	
	
	
	

	数回発行のもの
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	


（記載上の注意）
１　「一回発行のもの」とは、社債の総額を一回に発行するものを、「数回発行のもの」とは、社債の総額を数回に分けて発行するものをいう。
２　当期において承継契約又は金融庁長官の承継命令により他の受託会社より引き渡されたもの、又は他の受託会社に引き継いだものがあるときは、その口数及び社債金額を「当期増加」欄又は「当期減少」欄に合算記載し、当該口数及び社債金額を該当欄の左側に内書きすること。
３　当期において担保付社債信託法第二十三条の規定により社債の総額の減額を行ったときは、その金額を「当期減少」欄に合算記載し、当該口数及び金額を該当欄の左側に内書きすること。
２　発行社債
⑴　当期間における社債の増減
（単位：百万円）
	種　　類
	前期繰越
	当期増加
	当期減少
	当期末現在

	一回発行のもの
	
	
	
	

	数回発行のもの
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（記載上の注意）
当期において承継契約又は金融庁長官の承継命令により他の受託会社より引き渡されたもの、又は他の受託会社に引き継いだものがあるときは、その口数及び社債金額を「当期増加」欄又は「当期減少」欄に合算記載し、当該口数及び社債金額を該当欄の左側に内書きすること。


⑵　募集方法別社債当期末現在高
（単位：百万円）
	種　類
募集方法

	一回発行のもの
	数回発行のもの
	計

	
	口数
	金　　額
	口数
	金　　額
	口数
	金　　額

	当会社募集
	
	
	
	
	
	

	当会社総額引受
	
	
	
	
	
	

	委託会社募集
	
	
	
	
	
	

	第三者総額引受
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	


（記載上の注意）
１　数回発行のものにあっては、一回を一口として計算記載すること。
２　他人と共同して引き受けたものにあっては、「当会社総額引受」欄に当該総額を合算記載し、当該他人の負担部分を左側に内書きすること。

